
はつかいち福祉ねっと 相談支援部会 記録 

 

日時：令和元年 9月 17日（火）13時 30分～15時 00分 

場所：山崎本社みんなのあいプラザ講座室 

出欠： 

事業所名 出欠 事業所名 出欠  出欠 事業所名 出欠 

相談支援事業所原 ○ 
指定特定相談支援事業所 

広島ひかり園 ○ 
障害児相談支援事業所 

PIECE宮園 
○ 

指定特定相談支援事業所 

友和の里 
× 

さくら 
相談支援事業所 

× 
相談支援事業所 

くさのみ 
○ 

相談支援事業所 

あおぞら 
○ 相談支援事業所そら ○ 

相談支援事業所 

いっぽ 
× 

あうる 

サポートセンター 
○ 

相談支援事業所 

エスペランサ 
○ 

一般社団法人青少年自立支援フ

ォーラム子ども発達支援教室 × 

ライフプランナー

KIZUNA 
○ 

相談支援事業所 

みんなの手 
× 

アマノリハビリテーショ

ン病院 
× 

生協ひろしま居宅介護

支援事業所・廿日市 
× 

希望会（スプリングコー

ト・多機能事業所ぱすてる） × 
ウィルサポキッズ廿日市

SSTｓ、ウィルサポキャン

パス廿日市 
○ 

児童デイサービス

Raiz廿日市 
○ 

障害福祉課 

きらりあ 
○ 

記録：船倉 

 

１．開会 

 

２．報告事項（13時 35分～13時 45分） 

（１）市からの情報提供 

①監査項目→10月部会で報告に延期 

②障害年金生活者支援給付金制度の説明（別紙参照） 

→消費税率アップに伴い年金受給者の中で一定の所得以下の方に 10 月から給付される制度。障害

等級 1級の方 6,250円/月、障害等級 2級の方 5000円/月の給付。対象者には９月上旬ごろから

封書が届いている。請求手続き等ご本人が難しい場合は支援者の代行の手続きも可能。 

 

 

３．サービス等利用計画作成に関する情報共有（13時 45分～14時） 

（１）計画相談に関する疑問と整理 

なし 

 

（２）事業所情報 

①事業所見学ツアー 

※10月部会で報告予定 

 

②事業所情報 

・ソーシャルインクルーホーム広島・広島狩留家町(ソーシャルインクルー(株)) 

グループホーム専門で全国展開している。6月 1日～開所。現在は 10名定員のうち 5名ほど

空床有。利用者は日中生活介護や B 型等の通所サービスを利用されている。今後は日中支援

型のグループホームの開所をめざしている。 

・(株)さいさいさい ぷちとまとショートステイ 

定員 1 日 4 名、西区草津南。同株式会社では児童デイサービス、移動支援、居宅支援の事業

所有。「とまとの木」という就労継続支援 B型も白島にあり。通所事業所の利用者でなくても

ショートステイは利用できる。見学可。 

・（株）ビーンズ そらまめ 

佐伯地域友田のマックスバリュー向いに 10月に開所予定。生活介護・B型併設の多機能事業

所。B 型はチラシ折りから開始し、徐々に農業や清掃活動等も実施していく予定。生活介護

は散策活動等も行うとのこと。定員はそれぞれ 10名。 

・ビスタ観音台 

グループホーム。五日市高校の近く。女性のグループホームに空きがあるとの情報。きらり

あにパンフレット・チラシあり。 



・あうるショートステイ 

日中一時について、受け入れ対応時間は 9 時～19 時とさせていただく。不測の事態等で遅

れる場合は事前に連絡いただければ対応。 

・障がい者支援施設原 

来月情報提供 

・PIECE宮園ぐるっぽ  

10月 1日～宮園→串戸に移転。住所は地御前 2丁目 29-2（PIECE串戸の隣）。療育内容・電

話・FAX等変更なし。名称は「PIECEぐるっぽ」に変更。 

・SelfAもみじ（別紙チラシ有） 

アルパーク近くのヤマダ電機付近に開所された A 型事業所。母体の有限会社坂井屋は「広

島がんす」という蒲鉾屋を 100 年以上されている会社。蒲鉾が作れる職人を育成していき

たいとのこと。他 PC等の施設外就労も有。定員は 20名。 

・LaLaスマイルデー（医療法人ハートフル・別紙チラシ有） 

10月 26日 10時～14時 として初めてのイベント開催予定 

 

（３）地域生活支援システム・防災 

①システム登録状況 

今日現在 2件 

 

②システム実績・見込みアンケート（別紙参照） 

アンケート集計結果によると今年度中に 34 名ぐらいの対象者が登録見込みの予定。11 月の第 1

～2週目で地域生活支援システムプロジェクトの会議を開催予定なので情報共有する。 

 

③レッドゾーンにお住いの障がいのある方へのお知らせ 

相談支援専門員が訪問時にお渡しするチラシや説明のマニュアル等を市危機管理課で作成中。 

 

（４）その他 

①Dropbox 

・「8月相談支援部会記録」UP 

・モニタリング変更届様式 UP 

・「（カテゴリー）計画相談に関する疑問と整理」※ナシ 

②きらりあ内の配置転換（9月 1日より） 

大島相談員（きらりあ→相談支援事業所くさのみ）→宮武相談員（相談支援事業所くさのみ→き

らりあ） 

 

４．グループワーク(14時～15時) 

「こんなときどうしていますか？」（別紙「まとめ」参照） 

～流れ～ 

①アンケート項目ごとに各事業所から報告(14時～14時 40分)→報告については問①～⑧まで終

了。その他の問いへの報告については今後の部会で実施予定。 

②グループに分かれて情報交換(14時 40分～15時) 

※全体発表なし 

 

相談支援部会 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 

日 １６ ２１ １８ １６ ２０ １７ １５ １９ １７ ２１ １８ １７ 

曜日 火 

時間 13時 30分～15時 

会場 講座室 講座室 講座室 
健康 

指導室 
講座室 講座室 講座室 講座室 講座室 講座室 

健康 

指導室 

健康 

指導室 

 

 

 

 



その他 

 

 

年間計画  Ａ：学習 Ｂ：グループワーク Ｃ：事例報告※講師調整により、実施月の入替アリ 

月 

日 Ａ

Ｂ

Ｃ 

内容 昨年度（平成 30年度） 
調整 部会 

４ ２ １６ Ｂ 

□実施記録（相談支援加算項目用）に

ついて 

□今年度学習したいこと・取り組みた

いこと 

□今年度学習したいこと・取り組みたいこと

【Ｂ】 

５ ７ ２１ Ａ 
□今後の初任研、現任研、主任相談支

援専門員について 

□事例報告（PIECE宮園、いっぽ、あうる） 

※報酬改定関連の情報提供。【Ｃ】 

６ ４ １８ Ａ 
□計画作成、福祉サービス等の復習 

※ガイドライン 

□報酬改定関連学習：森木さん 

※県アドバイザー派遣事業活用【Ａ】 

７ ２ １６ Ａ 
□ハザードマップの見方 

基礎知識、県防災 Webの使い方 
□地域生活支援システム【Ａ】 

８ ６ ２０ Ｃ 

□就学前障害児の児童発達支援等の

無償化、障害児通所支援に係る多子

軽減、上限管理 

□地域生活支援システム（今後の動

き、登録ケース） 

□地域生活支援システム【Ｂ】 

・避難行動要支援者避難支援制度の進捗状況

について（生活福祉課大坂さん） 

・緊急時連絡票、チラシ意見交換 

９ ３ １７ Ａ 

□「○○」どうやっていますか？ 

請求管理、訪問時の工夫、気を付

けていること etc… 

□地域生活支援システム【Ａ】 

・ハザードマップの見かたと活用方法、避難

指示と避難勧告の違いなど（危機管理課：

八十田さん） 

・8月緊急時連絡票、チラシ意見交換への回答 

10 １ １５ Ｃ 

□7 月豪雨災害災害時公衆衛生チー

ム(介護・福祉チーム(福祉)の活動) 

柏学園金丸さん 

□地域生活支援システム 

11 ５ １９ Ｂ 

□「〇〇」どうやっていますか？(第

二弾)or 将来を見据えた学齢児支援

のあり方 

□事例報告（相談支援事業所あおぞら、相談

支援事業所くさのみ、相談支援事業所エス

ぺランサ） 

【Ｃ】 

12 ３ １７ Ｃ □かけはし！？ 
□医療系情報(訪問看護・リハ etc…)【Ａ】 

JA広島総合病院 SW来所 

１ ７ ２１ Ｃ 
□もみじと相談支援専門員（松原さ

ん） 
□全体会 取組報告確認 

２ ４ １８  □  

３ ３ １７  □  

～今後取り扱うことメモ～ 

・「黒字運営の相談支援事業所」森木さん！？・障害基礎年金 

 

月 ５ ６ ７ ８ １１ ２ ３  

日 １６ ２０ ５ ２２ ２１ ６ ２１ ２６ 

曜日 (木) (木) （金） （木） (木) (木) (金) （木） 

時間 10時 10時 10 時 10時 10時 10時 13時 10時 

会場 講座室 
多目的 

ホール 

多目的 

ホール 
講座室 講座室 講座室 

多目的 

ホール 
講座室 

会議名 
部会代表

者会議 
部会代表

者会議 
全体会 

計画推

進会議 

部会代表

者会議 
部会代表

者会議 
全体会 

計画推

進会議 


